
 

 
                                            平成25年４月26日 

 

各      位 

会  社  名 ニッポン高度紙工業株式会社

代 表 者 名 代表取締役社長   鎮西 正一郎

（ J A S D A Q ・ コ ー ド 3 8 9 1 ）

問 合 せ 先 執行役員経営企画室長 溝渕 泰司 

 T E L  0 8 8 （ 8 9 4 ） 2 3 2 1

 

営業外収益（為替差益）の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、平成25年３月期（平成24年４月１日～平成25年３月31日）において営業外収益（為替差益）を計上すると

ともに、 近の業績動向を踏まえ、平成25年1月31日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 

 

記 

 
１. 為替差益の計上について 
 昨今の為替相場の変動により、167 百万円の為替差益が発生する見込みであり、これを営業外収益として平成 25 年 3
月期に計上する見込みです。 
 
 
２. 業績予想の修正について 
平成25年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成24年4月１日～平成25年3月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

10,240
百万円

△570
百万円

△610
百万円 

△510 
円 銭

△47.41

今回修正予想（Ｂ） 10,450 △260 △190 △220 △20.45

増減額（Ｂ－Ａ） 210 310 420 290  

増減率（％） 2.1 - - -  

（ご参考）前期実績 

（平成24年3月期） 
12,243 692 693 317 29.54

 

修正の理由 

 当社グループの関連市場であるエレクトロニクス業界におきましては、第４四半期に入り、風力・太陽光発電等の中高

圧・大型アルミ電解コンデンサ向け需要が緩やかに回復基調となり、売上高は、前回発表予想より若干上回る見込みです。 

営業利益および経常利益については、売上高の増加ならびに円安による為替差益の発生などにより損失額が縮小する見込

みです。また、当期純利益については、平成25年4月12日に開示しております投資有価証券評価損の戻入れが発生した

ことにより損失額が縮小する見込みであります。 

このような状況をふまえ、平成25年1月31日に公表した平成25年３月期通期（平成24年４月１日～平成25年３月

31日）の連結業績予想を上記のとおり修正いたします。 

 
 
３. 配当予想について 
 配当予想につきましては、平成24年10月31日に発表した内容から変更ありません。 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は、

今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


